
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
介
護
保

険
の
申
請
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
要
介
護
・

要
支
援
認

定
申
請
件
数
（
新
規
、
更
新
、
区
分

変
更
等
）
で
は
、
２
，
０
４
５
件
の

う
ち
、
そ
の
半
数
以
上
の
方
に
認
知

機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
人
口
の
高
齢
化
と
認
知
症
の
関

連
性
が
分
か
り
ま
す
（
資
料
1
）。

全
国
で
増
加
す
る
徘
徊
者
数　
　
　

地
域
の
理
解
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

　

認
知
症
に
よ
る
主
な
症
状
の
一
つ

で
あ
る
「
徘
徊
」。
早
朝
・
深
夜
な

ど
時
間
帯
を
問
わ
ず
、
寝
巻
の
ま
ま
、

知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
に
よ
り
記
憶
や
判
断
力
に

支
障
が
生
じ
る
状
態
の
総
称
で
す
。

　

「
今
日
の
日
付
や
曜
日
が
分
か
ら

な
い
」「
何
か
を
忘
れ
て
い
る
自
覚

が
な
い
」
な
ど
の
症
状
が
特
徴
で
あ

る
認
知
症
。
そ
の
発
症
率
は
高
齢
に

な
る
ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
者
の
う
ち

２
人
に
１
人
が
認
知
機
能
の
低
下

　

福
生
市
の
人
口
は
５
７
，
９
７
５

人
（
平
成
31
年
3
月
31
日
現
在
）、

そ
の
内
65
歳
以
上
の
人
口
は
１
４
，

９
６
２
人
（
高
齢
比
率
25
・

８
％
）

と
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る

を
知
る

―
認
知
症
特
集
―

あ
な
た
が
私
を
忘
れ
て
も
。

全
国
各
地
で
増
加
す
る
認
知
症
相
談
。そ
れ
は
福
生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
予
防
の
術
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

認知症には事前の予防と地域の連携が大切です

中
に
は
裸
足
で
外
を
歩
き
回
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
本
人
に
は
理
由
も

目
的
も
あ
る
た
め
、
周
囲
の
注
意
に

よ
っ
て
止
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

徘
徊
に
よ
る
認
知
症
行
方
不
明
者

数
は
全
国
規
模
で
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
（
資
料
2
）、
い
つ
大
き
な
事
故

に
つ
な
が
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
地
域
全
体
で
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
治
療
が
難
し
い

　

認
知
症
は
、
原
因
と
な
る
病
気
に

よ
っ
て
症
状
が
異
な
り
、「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
」
を
は
じ
め
、「
レ
ビ
ー

小
体
病
」
な
ど
原
因
と
な
る
病
気
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
（
資
料
3
）。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
脳
の
神
経
細
胞

の
数
を
徐
々
に
減
少
さ
せ
て
い
き
ま

す
が
、
根
本
的
な
治
療
法
は
ま
だ

地
域
に
求
め
ら
れ
る

認
知
症
へ
の
理
解

発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、

薬
に
よ
っ
て
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
対
応
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
は　
　
　
　

　
　
　

家
族
や
周
囲
に
よ
る
気
づ
き

　

家
族
や
周
り
の
人
が
気
づ
く
「
日

常
生
活
の
中
で
の
違
和
感
」
が
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
家

族
の
場
合
、
多
少
の
様
子
の
変
化
で

あ
れ
ば
、「
気
に
し
す
ぎ
か
な
」
と

考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
変
化
を
感
じ
取
れ
た
場

合
、
す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
医
や
介
護

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

な
ど
専
門
家
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

玉
た ま き

木 一
か ず ひ ろ

弘氏

Opinion

▼家族介護者の交流会
日常の介護の苦労話をみんなで共有できる場です。

【日時】12 月 3 日㈫午前 10 時～正午
【場所】市役所第一棟 2階会議室※直接どうぞ
【対象】現在介護中の方、介護経験者や関心のある方
【主催】介護福祉課地域包括支援センター係
【問合せ】介護福祉課地域包括支援センター係☎ 551・
1537
▼認知症公開講座「認知症とともに生きる」

第 2サンシャインビラ施設長・

佐
さ さ き

々木和
かずひと

仁氏が家族介護者の立
場で語る講演と、お年寄リスペク
ト隊による寸劇「ばあば大好き」
の2部構成です。
【日時】12 月 21 日㈯午前 10 時～正午
【場所】もくせい会館 3階
【定員】先着 100 人
【申込み】電話で介護福祉課地域包括支援センター係
☎ 551・1537 へ。

- 認知症イベント情報 -

福生クリニック院長

認

警察庁「平成 30年における行方不明者の状況」より作成

要介護・要支援
認定申請件数
（平成30年度）

2,045 件
認知機能の低下
が見られる人

それ以外の人

1,173 件
（57.4%）

872 件
（42.6%）

【資料 1】介護保険から見る認知症者の割合

【資料 3】認知症の原因となる病気

アルツハイマー病

脳血管障害

出典：東京都福祉保健局「知って安心認知症」より

レビー小体病

その他

60％
20％

10％

10％

▼認知症には予防法がありますか？

　認知症は「脳内血管の老化による脳細

胞の障害」と「脳細胞から排出されるさ

まざまな廃棄物の蓄積による、脳細胞間

ネットワークの連絡障害」を主因として発

症するとされています。そのため認知症

予防には、脳の動脈硬化を起こさないよ

うにすることに加えて、脳内の廃棄物を蓄

積しないためにも、食事や睡眠、運動な

ど生活習慣全般にわたる改善が必要です。

　特に糖尿病は認知症発症リスクを高め

ると言われており、適正な管理が望まれ

ます。そのほか、高脂血症、高血圧、難聴、

さらには社会からの孤立など、認知症を

促進する多様な要因があることが分かっ

てきました。これらからも認知症予防の

ために、規則正しく活発な生活を心がけ

てください。また、脳の活性化には体と

頭を同時に動かす運動（例：みんなで運

動しながら、楽しくしりとりをする等）も

効果的です。

　最近では、自治体の認知症予防教室で

もこのような運動を取り入れ始めていま

す。ご自身の身体機能や認知機能の低下

の兆しに気づくきっかけにもなりますの

で、ぜひ利用してください。

▼地域連携型認知症疾患医療センター

とは？

　現在、地域連携型認知症疾患医療セン

ターでは、認知症の診断や加療のほか、

認知症の方が住み慣れた生活環境で、少

しでも長く自立した暮らしが続けられる

よう、介護・福祉サービス事業所と連携

して、認知症の方とそのご家族の全人的

ケアを支援しています。

　例えば一人暮らしの認知症の方は、早

期から生活に支障が生じる場合が多く、

できることを支えながら、地域包括支

援センターや、市の職員、ケアマネー

ジャー、ヘルパー、訪問看護ステーショ

ンなど多方面と連携し、地域全体で個々

の生活の支援体制作りを行っています。

　一人で悩まず、ま

ずはお近くの医療機

関にご相談ください。

【資料 2】全国認知症行方不明者数の推移

10,783

12,208

16,927

平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平成 28

（万人）

1.6

1.4

1.2

1.0

1.8

15,863
15,432

「今
」

認
知
症
の
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が
認
知
症
か
も
と
思
っ
た
の
は

「
物
忘
れ
」
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

母
の
自
宅
を
訪
ね
た
あ
る
日
、「
お

茶
碗
が
な
く
な
っ
た
」
と
相
談
さ
れ

た
私
は
、
ま
さ
か
認
知
症
の
初
期
症

状
だ
と
思
わ
ず
「
気
の
せ
い
だ
よ
」

の
一
言
。
そ
の
後
も
母
か
ら
の
相
談
は

絶
え
ず
、
時
に
は
「
調
理
器
具
を
近

所
の
人
に
盗
ま
れ
た
」
と
話
す
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
当
時
は
認
知
症
と
い
う

病
気
に
対
す
る
知
識
も
無
く
、
診
断

さ
れ
た
時
は
あ
ま
り
重
く
受
け
止
め

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
と
は

大
切
な
家
族
だ
か
ら
こ
そ
寄
り
添
い
た
い
思
い
と
は
裏
腹
に
、
厳
し
い
介
護

の
現
実
。
突
然
訪
れ
る
認
知
症
介
護
に
介
護
者
は
何
を
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

↑介護生活中、笹本さんが
綴っていたノートには、デイ
サービスに通わなくなった母
に対する苦悩が書かれてい
ました。

出典：東京都福祉保健局「知って安心認知症」より

最
愛
の
母
の
た
め
に
嘘
を
つ
く
辛
さ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
介
護
生
活

が
始
ま
る
と
状
況
は
一
変
し
ま
し
た
。

我
慢
と
葛
藤
の
連
続　
　
　
　
　
　

　
　
　

母
と
喧
嘩
を
繰
り
返
す
日
々

　

母
は
と
に
か
く
何
で
も
隠
し
て
し

ま
い
ま
す
。
服
で
も
、
通
帳
で
も
、

食
べ
物
で
も
。
あ
る
日
、
母
を
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
送
り
出
そ
う
と
玄
関
に

行
く
と
母
の
靴
が
見
当
た
ら
ず
、
家

中
を
探
し
て
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
か

ら
出
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
一
度
発
症
す
る
と
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
忘
れ
か
ら
始
ま
っ
た
母
も
、
次

第
に
暴
力
的
な
行
動
を
取
る
よ

う
に
な
り
、
す
ぐ
に
か
ん
し
ゃ

く
を
起
こ
し
て
物
を
投
げ
た
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ
と
も

嫌
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
何
度
も
母
と
喧
嘩
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
喧
嘩
の

後
は
、
い
つ
も
自
己
嫌
悪
に
陥
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
本
人
は
翌
日
に

な
る
と
忘
れ
て
い
て
、
ま
た
同
じ

事
の
繰
り
返
し
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
介
護
で
心
の

余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
ろ
、

母
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
連

絡
を
受
け
、
慌
て
て
病
院
へ
行

く
と
、
大だ

い

た
い

こ

つ

腿
骨
を
骨
折
し
、
ベ
ッ

ド
の
上
に
横
た
わ
る
母
の
姿
が

笹本千津子さん

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
市
内
在
住
の
笹
本
千
津
子
さ
ん
。

青
梅
市
に
在
住
す
る
母
親
の
認
知
症
発
覚
後
、

福
生
と
青
梅
を
往
復
す
る
在
宅
介
護
を
経
験
。

あ
り
ま
し
た
。

　

入
院
中
の
母
は
「
い
つ
に
な
っ
た
ら

家
に
帰
れ
る
か
な
」
が
口
癖
に
な
り
、

そ
の
た
び
に
私
も
「
元
気
に
な
っ
た

ら
帰
れ
る
よ
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
院
生
活
の
中
で
認
知
症

の
症
状
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
徘
徊

を
防
止
す
る
た
め
に
手
足
を
ベ
ッ
ド

に
縛
ら
れ
て
い
る
母
の
姿
を
見
て
、

施
設
へ
の
入
居
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
家
に
帰
る
こ
と
を
楽
し
み

に
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い
る
母
へ

「
も
う
家
に
は
帰
れ
な
い
」
と
は
言

え
な
い
の
で
、「
元
気
に
な
っ
た
ら

帰
れ
る
よ
」
と
嘘
を
つ
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
本
人
の
た
め
と
は
い
え
、

一
生
嘘
を
つ
い
て
い
く
こ
と
は
、
と

て
も
辛
い
で
す
。

　

認
知
症
介
護
は
我
慢
や
葛
藤
の
連

続
で
、
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
。「
い
っ
そ
の
こ
と
、
私

が
先
に
死
ん
で
楽
に
な
り
た
い
」
と

本
気
で
考
え
た
こ
と
も
…
。
そ
れ
で

も
同
じ
介
護
経
験
を
持
つ
親
友
が
、

毎
日
の
よ
う
に
私
の
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
た
こ
と
で
心
の
負
担
が
軽
く
な

り
、
介
護
を
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。

母

笹本千津子さん笹本千津子さん
ちづこ

笹本千津子さん笹本千津子さん
ささもと

「ひょっとして認知症かな？」
気になり始めたら自分でチェックしてみましょう。

※ご家族や身近な方がチェックすることもできます。

※このチェックリストの結果はあくまでもおおよその目安で医学的診断に代わるものではありません。
　認知症の診断には医療機関での受診が必要です。
※身体機能が低下している場合は点数が高くなる可能性があります。 20 点以上の場合は、認知機能や社会生活に支障が出ている可能性があります。

チェックしたら、①から⑩の合計を計算 合計点 点

まったくない ときどきある いつもそうだ頻繁にある

まったくない ときどきある いつもそうだ頻繁にある

まったくない ときどきある いつもそうだ頻繁にある

まったくない ときどきある いつもそうだ頻繁にある

まったくない ときどきある いつもそうだ頻繁にある

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない

できない

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない

できない

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない

できない

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない

できない

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない

できない

5分前に聞いた話を
思い出せないことが
ありますか

周りの人から「いつも同じ

事を聞く」などのもの忘れ

があると言われますか

今日が何月何日か
わからないことが
ありますか

言おうとしている
言葉が、すぐに出てこ
ないことがありますか

貯金の出し入れや、

家賃や公共料金の
支払いは一人でできますか

1人で買い物に
行けますか

バスや電車、自家用車
などを使って一人で
外出できますか

自分で掃除機や
ほうきを使って
掃除ができますか

電話番号を調べて
電話をかけること
ができますか

財布や鍵など、物を
置いた場所がわから
なくなることがありますか

自分でできる
認知症の気づきチェックリスト 最もあてはまるところに〇をつけてください。
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